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データ シー ト
Cisco Nexus 7000 シ リーズの環境

製品の概要

Cisco Nexus 7000™ シ リーズ スイ ッ チは、 スケーラ ビ リ テ ィ の高い 10 ギガビ ッ ト  イーサ

ネ ッ ト  ネ ッ ト ワークのために設計されたモジ ュール型のデータ セン タ ー ク ラ ス製品です。

フ ァ ブ リ ッ ク  アーキテ クチャが採用されてお り、 15 テ ラ ビ ッ ト /秒 （Tbps） を超える拡張が

可能です。最高レベルの ミ ッ シ ョ ン ク リ テ ィ カルなデータ セン ターにおける要求に対応する

設計にな っ てお り、 継続的なシステム運用と、 仮想化され、 広範囲にプール化された IT リ

ソースへの高速なアクセスおよび利用を可能にし ます。Cisco Nexus 7000 シ リーズは、実績

のあるオペレーテ ィ ング システムを基礎にし てお り、拡張機能によ って リ アルタ イムのシス

テム ア ッ プグレー ド を行う こ とができ、きわめて高い管理性とサービサビ リ テ ィ を備えてい

ます。 この革新的な設計によ り、 エン ド ツーエン ド のデー タ セン タ ー接続、 IP 統合、 ス ト

レージ、 およびプロセス間通信 （IPC） ネ ッ ト ワーク を単一のイーサネ ッ ト  フ ァ ブ リ ッ クで

サポー ト する こ とができます。

Cisco Nexus 7000 シ リーズのシャーシ （図 1 および図 2） は、 設計、 電源、 エアフ ロー、 冷

却、 配線の点で大き く 進歩し ています。 10 スロ ッ ト  シ ャーシでは、 エア フ ローの方向が前

面から背面へと なってお り、 ホ ッ ト  アイル/コールド  アイル展開に適し ています。 18 スロ ッ

ト  シャーシでは、 エアフ ローの方向が側面から側面へと なってお り、 コ ンパク ト なフ ォーム

フ ァ ク タ で高密度を実現し ます。 電源装置、 フ ァ ン ト レ イ、 およびフ ァ ブ リ ッ クはシャーシ

の背面から交換でき、 I/O ケーブルに遮られる こ とがないので、 運用効率が向上し ます。 ま

た、 Cisco Nexus 7000 シ リーズには、 温度センサー、 可変速フ ァ ン、 高効率電源装置など、

省電力のための機能も数多 く 組み込まれてお り、 お客様の総所有コス ト （TCO） を削減し ま

す。

図 1 Cisco Nexus 7000 シ リーズ 10 スロ ッ ト  シ ャーシ
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図 2 Cisco Nexus 7000 シ リーズ 18 スロ ッ ト  シ ャーシ

物理仕様

Cisco Nexus 7000 シ リーズ 10 スロ ッ ト  シャーシの前面には、 スーパーバイザ スロ ッ ト  2

個、 I/O モジュール スロ ッ ト  8 個、 ケーブル マネジ メ ン ト  ド ア、 およびエア フ ィ ルタ （オ

プシ ョ ン） があ り ます。 背面には、 フ ァ ブ リ ッ ク  スロ ッ ト  5 個、 電源ベイ  3 個、 システム

フ ァ ン ト レ イ 2 個、 およびフ ァ ブ リ ッ ク  フ ァ ン ト レ イ 2 個があ り ます。

Cisco Nexus 7000 シ リーズ 18 スロ ッ ト  シャーシには、 スーパーバイザ モジュール スロ ッ

ト  2 個と  I/O モジュール スロ ッ ト  16 個があ り、両側にケーブル マネジ メ ン ト が一体化され

ています。 また、 前面保護ド アはどち ら側にも開き、 ケーブルやモジュールへのアクセスが

容易です。 背面には、 フ ァ ブ リ ッ ク  モジュール スロ ッ ト  5 個、 電源ベイ  4 個、 およびシス

テム フ ァ ン ト レ イ  2 個があ り ます。 表 1 に、 シャーシの物理仕様の要約を示し ます。

表 1. 物理仕様

項目 説明

Cisco Nexus 7000 シ リーズ 
10 スロ ッ ト  シ ャーシ

Cisco Nexus 7000 シ リーズ 
18 スロ ッ ト  シ ャーシ

寸法 • 高さ  × 幅 × 奥行：92.7 × 43.9 × 84.1 cm
（36.5 × 17.3 × 33.1 イ ンチ）

• シ ャーシ奥行（ケーブル マネジ メ ン ト  ド ア
と シ ャ ーシ ド ア を含む） ： 96.5 cm （38 イ
ンチ）

• 高さ  × 幅 × 奥行 ： 110.5 × 43.9 ×
84.1 cm （43.5 × 17.3 × 33.1 イ ンチ）

• シ ャーシ奥行 （ケーブル マネジ メ ン ト
ド ア と シ ャーシ ド アを含む） ： 96.5 cm
（38 イ ンチ）

ラ ッ ク  ユニ ッ ト （RU） 21 RU。 42 RU ラ ッ クに 2 台の 10

スロ ッ ト  シャーシを収納可能

25RU。 最大 17RU の配線パ ッ

チ パネルを同 じ  42RU ラ ッ ク

内でサポー ト 可能

重量 • シ ャーシのみ ： 90 kg （200 ポン ド）

• 完全構成時 ： 230 kg （507 ポン ド）

• シ ャーシのみ ： 85 kg （187 ポン ド）

• 完全構成時 ： 311 kg （684 ポン ド）
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電源

Cisco Nexus 7000 シ リーズ 10 スロ ッ ト  シャーシには電源ベイ  3 個、 Cisco Nexus 7000 シ

リーズ 18 スロ ッ ト  シャーシには電源ベイ  4 個があり、 6,000 ワ ッ ト （W） または 7,500 W

の AC 電源装置を収容できます。

Cisco Nexus 7000 シ リーズの電源装置には、6,000 W のものと  7,500 W のものがあ り ます。

6,000 W 電源装置には 1 台に 2 個のユニバーサル （100 ～ 240 V） 入力があ り、 C19 コネク

タ付きの AC 電源コー ド を使用し て 2 つの AC 電源に接続する こ とができます。 7,500 W の

電源装置には入力電源コー ド  2 本があり、電源装置に固定配線されています。2 つのバージ ョ

ンがあ り、国際仕様のものは IEC 60309 AC プ ラグ付き、米国仕様のものは NEMA L6-30 AC

プ ラグ付きです。

表 2 は、 Cisco Nexus 7000 の 6,000 ワ ッ ト  AC 電源装置モジュールからの出力電力を、 接

続されている入力の数と入力電圧の組み合わせ別にま とめたものです。

表 2. 電源装置出力

表 3 に、 Cisco Nexus 7000 の 7,500 ワ ッ ト  AC 電源装置モジュールの出力電力を示し ます。

モジュールの向き • スーパーバイザおよび I/O モジ ュール ： 垂
直

• フ ァ ブ リ ッ ク  カー ド （背面） ： 水平

• スーパーバイザおよび I/O モジュー
ル ： 水平

• フ ァ ブ リ ッ ク  カー ド （背面） ： 垂直

エアフ ロー • 前面から背面

• ホ ッ ト  アイル/コール ド  アイル展開に対応
し た設計

• 側面から側面

• エン ド オブロー展開に対応し た設計

ケーブル 
マネジ メ ン ト

シャーシ前面の I/O モジュールの上 両側に一体化 （柔軟な配線展開が可

能）

エア フ ィ ルタ （オ プ シ ョ ン） シ ャ ー シ 前面の I/O モ

ジュールの下

－

ド ア • ケーブル マネジ メ ン ト  システムを覆 う上
部 ド ア

• （オプシ ョ ン） I/O モジ ュールを カバーする
観音開き ド ア

（オ プ シ ョ ン） I/O モ ジ ュ ールを カ

バーす る 1 枚 ド ア （配線お よびモ

ジ ュ ールにア ク セ スする と きは左

右どち らにも開 く ）

システム LED • デ バ イ ス の ス テ ー タ ス を 示 す シ ス テ ム
LED × 5 ：

○ LED 1 ： 電源装置

○ LED 2 ： フ ァ ン

○ LED 3 ： スーパーバイザ

○ LED 4 ： フ ァ ブ リ ッ ク  モジュール

○ LED 5 ： I/O モジ ュール

各 LED は、 ステータ スが正常の場合は

緑色、それ以外の場合はオレンジに点灯

• デバイ スのステータ スを示すシステム
LED × 5 ：

○ LED 1 ： 電源装置

○ LED 2 ： フ ァ ン

○ LED 3 ： スーパーバイザ

○ LED 4 ： フ ァ ブ リ ッ ク  モジュール

○ LED 5 ： I/O モジ ュール

各 LED は、 ステー タ スが正常の場

合は緑色、 それ以外の場合はオレン

ジに点灯

電源装置入力 出力

シングル入力 220 ボル ト （V） 3,000 W

110 V 1,200 W

デュアル入力 220 V 6,000 W

110 V 2,400 W

デュアル入力 110 および 220 V 4,200 W

項目 説明
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表 3. 入力電力別の出力可能電力

電源装置はホ ッ ト スワ ッ プ可能なため、 継続的なシステム稼働を実現できます。 また、 内部

障害監視、 温度検知、 リ アルタ イム消費電力統計、 可変速フ ァ ンなどの高度な機能も組み込

まれています。

Cisco Nexus 7000 の電源装置は、 効率が 90% 以上向上し てお り、 一般的な電源装置と比べ

る と、 熱と し て消費される電力が少な く 、 よ り多 く の電力をシステムが利用できる こ とにな

り ます。 表 4 に示すとお り、 Cisco Nexus 7000 シ リーズ システムは、 ユーザ設定可能な 4

つの電源冗長モー ド で動作し ます。

表 4. 電源冗長モー ド

プ ラ ッ ト フ ォーム ソ フ ト ウ ェ アの要件では、 10 スロ ッ ト  システムのアク テ ィ ブ化に必要な

電力は最低 2,904 W、 18 スロ ッ ト  システムのアクテ ィ ブ化に必要な電力は最低 2,353 W と

なっています。 電源装置から供給される電力がこの最低値を超えていれば、 余剰電力を使用

し て I/O モジュールがアクテ ィ ブ化されます。 ラ イ ン カー ド をアク テ ィ ブ化するのに十分な

電力が供給されていない場合は、 ラ イ ン カー ド の状態が power-denied （電力不十分） のま

まにな り ます。 十分な電力が供給されるよ う になってから、 手動でラ イ ン カー ドの電源をオ

ンにし てアク テ ィ ブ化する必要があ り ます。

通常の動作条件下では、 システムが消費する電力は最大値を大き く 下回 り ます。 プ ラ ッ ト

フ ォーム ソ フ ト ウ ェ ア側で最大値が使用されるのは、モジュール用に十分な電力を確保する

ためです。 標準電力定格は、 制御された環境における一般的な値です。

表 5 に、 システムおよびモジュールの最大と標準の電力定格を示し ます。

表 5. 電力要件の最大値と標準値

入力の数 入力電力 出力電力

シングル入力 220 V 3,750 W

デュアル入力 220 V 7,500 W

冗長モー ド 説明

複合 冗長性はあ り ません。 システムで使用できる電力は、すべての電源装置

の出力電力の合計です （このモー ドは推奨されません）。

電源装置の冗長性

（N + 1 冗長性）

電源装置の 1 つに障害が発生し て も システムは保護されます。 システ

ムで使用できる電力は、 最も定格の低い 2 つの電源装置の合計です。

入力電源の冗長性

（グ リ ッ ドの冗長性）

入力回路 （グ リ ッ ド） の 1 つに障害が発生し て も システムは保護され

ます。 システムで使用でき る電力は、 いずれかの入力電源 （グ リ ッ ド）

から供給される最小電力です。

電源装置と入力電源の冗長性

（フル）

デフ ォル ト の冗長モー ド です。 電源装置の 1 つまたはグ リ ッ ド の 1 つ
に障害が発生し てもシステムは保護されます。システムで使用できる電

力は常に、 入力電源と電源装置の冗長性の最小値と な り ます。

コ ンポーネン ト 最大電力 標準電力

スーパーバイザ モジュール 210 W 190 W

48 ポー ト  10/100/1000 モジュール 400 W 358 W

32 ポー ト  10 ギガビ ッ ト  イーサネ ッ ト  モジュール 750 W 611 W

48 ポー ト  ギガビ ッ ト  イーサネ ッ ト  モジュール 400 W 358 W

10 スロ ッ ト  フ ァ ブ リ ッ ク  モジュール 60 W 55 W

18 スロ ッ ト  フ ァ ブ リ ッ ク  モジュール 100 W 90 W

10 スロ ッ ト  フ ァ ン ト レ イ 2,184 W 300 W

18 スロ ッ ト  フ ァ ン ト レ イ 1,433 W 569 W
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動作環境

表 6 に、Cisco Nexus 7000 シ リーズの 10 スロ ッ ト  シャーシおよび 18 スロ ッ ト  シャーシの

動作環境を示し ます。

表 6.  動作環境

エアフ ローおよび冷却

10 スロ ッ ト  シ ャーシの冷却システムは、 I/O およびスーパーバイザ モジュールを冷却する

2 つのシステム フ ァ ン ト レ イ と、 フ ァ ブ リ ッ ク  モジュールを冷却する 2 つのフ ァ ブ リ ッ ク

フ ァ ン ト レ イで構成されます。 各システム フ ァ ン ト レ イは、 複数の独立し たフ ァ ンで構成

されます。 フ ァ ン ト レ イはすべて、 取り外しがシャーシ背面からできるので、 メ ンテナンス

時で も システムの稼働を継続できます。 表 7 に、 Cisco Nexus 7000 シ リ ーズ 10 スロ ッ ト

シャーシのエアフ ローおよび冷却の機能を示し ます。

表 7. Cisco Nexus 7000 シ リーズ 10 スロ ッ ト  シ ャーシのエア フ ローおよび冷却の機能

項目 説明

Cisco Nexus 7000 シ リーズ 
10 スロ ッ ト  シ ャーシ

Cisco Nexus 7000 シ リーズ 
18 スロ ッ ト  シ ャーシ

温度 • 動作時 ： 5 ～ 40×C （41 ～ 104×F）

• 短期 ： -5 ～ 55×C （23 ～ 131×F） *

• 非動作時温度 ： -40 ～ 70×C （-40 ～ 158×F） *

• シ ャーシ外部の温度条件は、 Telcordia Technologies 発行の仕様 GR-63-CORE
Network Equipment Building Standards （NEBS） の Section 4.1.2 「Operating
Temperature and Humidity Criteria」 で定義されています。

• 「短期」 とは、 システムの 1 回の連続稼働時間が 96 時間以下で、 1 年間の合計稼働日
数が 15 日以下の期間を指し ます （1 年間の合計稼働時間は 360 時間。 ただ し、 稼働回
数は 15 回以下）。

* フ レームの半分以下（長さ） に機器が設置されている機器シ ェルフの場合は、温度 55×C
（131×F）、 相対湿度 25%

湿度 • 非動作時相対湿度 ： 5 ～ 95% （結露し ないこ と）

• 動作時相対湿度 ： 5 ～ 90% （結露し ないこ と）

• 周囲相対湿度 45 ～ 50% を推奨 （腐食につながる問題の低減、 障害発生時の動作時間
バッ フ ァの確保、 および静電干渉の低減のため）

高度 • -152 ～ 4,000 m [-500 ～ 13,123 フ ィ ー ト ] （機関認定 0 ～ 1,981 m [0 ～ 6,500 フ ィ ー
ト ]）

• 保管高度 ： -305 ～ 9,144 m （-1,000 ～ 30,000 フ ィ ー ト ）

動作時振動 • GR63 Section 5.4.2

• ETS 300 019-1-3 Class 3.1 Section 5.5

床荷重 781 kg/平方 m
（160 ポン ド /平方フ ィ ー ト ）

1,089 kg/平方 m
（223 ポン ド /平方フ ィ ー ト ）

耐震性 GR63 規格の Zone 4 －

発熱量 シャーシあた り  35,162 BTU （最大） シャーシあた り  51,195 BTU （最大）

機能 説明

エアフ ロー • 空気は前面から背面の方向に流れます。

• 空気はシ ャーシの前面下部にある イ ン レ ッ ト から入り、 シ ャーシの背面から
排出されます。 このため、 Cisco Nexus 7000 シ リ ーズ 10 スロ ッ ト  シ ャーシ
はホ ッ ト  アイル/コール ド  アイル設計に最適です。

フ ァ ン ト レ イ • システム フ ァ ン ト レ イ  × 2

• フ ァ ブ リ ッ ク  フ ァ ン ト レ イ  × 2

背面から取り外し可能な

フ ァ ン ト レ イ

• すべてのフ ァ ン ト レ イは取り外しがシ ャーシ背面からでき るので、 シ ャーシ
前面の I/O ケーブルに遮られる こ とはあ り ません。 そのため、 メ ンテナンス
時で もシステムの稼働を継続できます。
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18 スロ ッ ト  シャーシの冷却システムは、 2 つの同一のシステム フ ァ ン モジュールで構成さ

れます。 I/O およびスーパーバイザ モジュールと フ ァ ブ リ ッ ク  モジュールの両方がこれらの

システム フ ァ ン モジュールで冷却されます。 システム フ ァ ン ト レ イはそれぞれ、 シャーシ

の半分を冷却し ます。 上のフ ァ ン ト レ イはスロ ッ ト  1 ～ 9 と フ ァ ブ リ ッ ク  モジュールを冷

却し、 下のフ ァ ン ト レ イはスロ ッ ト  10 ～ 18 を冷却し ます。 フ ァ ン モジュールは入れ替え

が可能です。 各フ ァ ン モジュールは、 複数の独立し たフ ァ ンで構成されます。 フ ァ ン ト レ

イはどち ら も、 取り外しがシャーシ背面からできるので、 メ ンテナンス時でもシステムの稼

働を継続できます。 各フ ァ ン モジ ュールは、 フ ァ ンの冗長性と フ ァ ン コ ン ト ローラの冗長

性を備えているので、 フ ァ ンまたはコ ン ト ローラに障害が発生し ても復元が可能です。 表 8

に、Cisco Nexus 7000 シ リーズ 18 スロ ッ ト  シャーシのエアフ ローおよび冷却の機能を示し

ます。

表 8. Cisco Nexus 7000 18 スロ ッ ト  シャーシのエアフ ローおよび冷却の機能

可変速フ ァ ンの速度 • 現時点で 256 段階の速度があ り ます。

• フ ァ ンの速度は、 I/O モジ ュール （およびスーパーバイザ） の種類、 スーパー
バイザに示される イ ンレ ッ ト 温度、 およびエア フ ィ ルタの有無に応じ て変化
し ます。

• フ ァ ンによる電力消費と騒音は最適化されています。

自己修復メ カニズム • I/O モジュールおよびスーパーバイザ上の最も重要な コ ンポーネン ト の温度
がソ フ ト ウ ェ アによ っ て ト ラ ッ キング されます。 記録された温度が特定のシ
ステム定義し きい値を超える と、 フ ァ ンは自動的に速度を増し、 温度がし き
い値を下回るまでその速度を維持し ます。

フ ァ ンの冗長性 • システムと フ ァ ブ リ ッ クの両方のフ ァ ン ト レ イに冗長性があ り、 ホ ッ ト  ス
ワ ッ プ可能です。

• システムの運用にはすべてのフ ァ ンが必要です。 いずれかのフ ァ ン ト レ イが
取り外されたこ とがソ フ ト ウ ェ アによ って検出される と、 syslog メ ッ セージ
が表示されます。 取り外されたフ ァ ンが元に戻されなければ、 システムは 3
分後にシ ャ ッ ト ダウン し ます。 特定グループの両方のフ ァ ン ト レ イが取り外
された場合は、 2 分後にシステムがシ ャ ッ ト ダウン し ます。

エア フ ィ ルタ • エア フ ィ ルタ によ って粉塵が除去され、 シ ャーシ内部が清潔に保たれます。

• エア フ ィ ルタ を取り付ける と、 フ ァ ンの速度が増し ます。 フ ァ ンの速度が高
まるにつれて、 ノ イズも高 く な り ます。

機能 説明

エアフ ロー • 空気は側面から側面の方向に流れます。

• 空気はシ ャーシのサイ ド にある イ ン レ ッ ト から入り、 シ ャーシのサイ ド から排出
されます。 

フ ァ ン モジュール システム フ ァ ン モジュール × 2 （I/O と フ ァ ブ リ ッ クのフ ァ ンを一体化）

背面か ら 取 り 外 し 可能 な

フ ァ ン ト レ イ

• どち らのフ ァ ン モジ ュールも取り外しはシ ャーシ背面からでき るので、 シ ャーシ
前面の I/O ケーブルに遮られる こ とはあ り ません。 そのため、 メ ンテナンス時で
もシステムの稼働を継続できます。

可変速フ ァ ンの速度 • フ ァ ンの速度は、 ソ フ ト ウ ェ アによ って 256 段階で制御されます。

• フ ァ ンの速度は、 I/O モジ ュール （およびスーパーバイザ） の種類と、 スーパーバ
イザに示される イ ンレ ッ ト 温度に応じ て変化し ます。

• フ ァ ンによる電力消費と騒音は最適化されています。

自己修復メ カニズム • I/O モジ ュールおよびスーパーバイザ上の最も重要な コ ンポーネン ト の温度がソ
フ ト ウ ェ アによ っ て ト ラ ッ キング されます。 記録された温度がシステム定義し き
い値を超える と、 フ ァ ンは自動的に速度を増し、 温度がし きい値を下回るまでそ
の速度を維持し ます。

フ ァ ンの冗長性 • どち らのフ ァ ン モジ ュールも フ ァ ン と コ ン ト ローラの冗長性を備えてお り、 ホ ッ
ト  スワ ッ プ可能です。

• システムの正常運用にはすべてのフ ァ ンが必要です。 いずれかのフ ァ ン モジ ュー
ルが取り外された こ とがソ フ ト ウ ェ アによ っ て検出される と、 syslog メ ッ セージ
が表示されます。 取り外されたモジ ュールが 3 分以内に元に戻されなければ、 シ
ステムはシ ャ ッ ト ダウン し ます。 個々のフ ァ ンに障害が発生し て も、 システムが
シ ャ ッ ト ダウンする こ とはあ り ません。

機能 説明
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音響ノ イズ

フ ァ ン速度の検出と制御のメ カニズムが、 ノ イズを抑えて信頼性を維持する と同時に、 シス

テム温度を動作時パラ メ ータ内で維持し ます。

エア フ ィ ルタ を取り付けていない状態の Cisco Nexus 7000 シ リーズ 10 スロ ッ ト  シャーシ

の音響出力は、 測定値 74.3 dBA、 公表値 77.3 dBA であり、 NEBS の要件を満たし ています

（GR-63-Core、 R4-96 ： 有人の電気通信室に配置 さ れる機器の公表音響出力レ ベルは 78

dBA）。 エア フ ィ ルタ を取り付けていない状態での音圧レベルは 67.2 dBA、 エア フ ィ ルタ を

取り付けた状態では 70.2 dBA です。

Cisco Nexus 7000 シ リーズ 18 スロ ッ ト  シャーシの音響出力は、 測定値 74.2 dBA、 公表値

77.2 dBA であ り、 NEBS の要件を満た し ています （GR-63-Core、 R4-96 ： 有人の電気通信

室に配置される機器の公表音響出力レベルは 78 dBA）。 音圧レベルは 65.0 dBA です。

NEBS の要件に基づき、統計上の上限値に近付けるために、音響出力レベルの測定値に 3 dBA

が加算されます。

配線およびキャ ビネ ッ ト

Cisco Nexus 7000 シ リ ーズ 10 ス ロ ッ ト  シ ャーシのケーブル マネジ メ ン ト  システムは、

シャーシ前面のモジュールの上にあ り ます。 最大規模の構成では、 カテゴ リ  6A 銅ケーブル

384 本と マネジ メ ン ト  ポー ト  ケーブル 8 本を処理できます。 すべてのケーブルを、 シャー

シの片側一方または両側にま とめる こ とができます。 ケーブル マネジ メ ン ト  システムは上

部ド アによ って覆われます。ケーブル マネジ メ ン ト  システムを取り外し て、別の方法でケー

ブルを管理する こ と もできます。

Cisco Nexus 7000 シ リーズ 10 スロ ッ ト  シャーシは、 標準の 4 ポス ト  ラ ッ ク または 4 ポス

ト  キャ ビネ ッ ト に設置する必要があ り ます。 Panduit 社および Chatsworth Products （CPI）

社から発売されている高さ  45 RU のシスコ認定キャ ビネ ッ ト には、Cisco Nexus 7000 シ リー

ズ 10 スロ ッ ト  シャーシを 2 台まで収納できます。

Cisco Nexus 7000 シ リ ーズ 18 ス ロ ッ ト  シ ャーシのケーブル マネジ メ ン ト  システムは、

シャーシの両側にモジュール スロ ッ ト と並べて配置されています。 高密度のカテゴ リ  6A 配

線を処理できるよ う にケーブル マネジ メ ン ト が設計されてお り、ケーブルを片側または両側

にま とめる こ とができます。

Cisco Nexus 7000 シ リーズ 18 スロ ッ ト  シャーシは、 4 ポス ト  ラ ッ ク または 4 ポス ト  キャ

ビネ ッ ト に設置する必要があ り ます。 シャーシの両側に、 配線およびエアフ ローのための十

分なスペースを空ける必要があ り ます。 Panduit 社から発売されているシスコ検証済み 4 ポ

ス ト  キャ ビネ ッ ト は、 システムの配線と エアフ ローの要件を満た し てお り、 外部ダク ト の取

り付けがサポー ト されています。 外部ダク ト を取り付ける こ と で、 ホ ッ ト  アイル/コール ド

アイル設計において空気を イ ンレ ッ ト に導き、暖気をホ ッ ト  アイルに返すこ とが可能にな り

ます。 ダク ト の使用が推奨されるのは、 コールド  アイル/ホ ッ ト  アイル環境での動作が必要

な場合です。

適合規格

表 9 に示す と お り、 Cisco Nexus 7000 シ リ ーズの 10 ス ロ ッ ト  シ ャ ーシ と  18 ス ロ ッ ト

シャーシは、 既存および将来のカー ド と電源装置を使用し てテス ト し た場合に、 放射および

耐性に関する規制機関の要件を満たすよ う に設計されています。
Page 7 of 9008 Cisco Systems, Inc. All rights reserved. This document is Cisco Public Information.



All contents are Copyright © 1992-2

データ シー ト
表 9. 放射および耐性に関する仕様

Cisco Nexus 7000 シ リーズは、GR-1089 issue 4 およびサービス プロバイダーの音響ノ イズ

仕様を満たすよ う に設計されています。 フ ィ ルタ を使用し ない場合の動作時音響レベルは

NEBS の基準内です （10 スロ ッ ト  シャーシのみ）。 表 10 に、 NEBS 規格を示し ます。

表 10. NEBS 仕様

表 11 に示すとお り、 Cisco Nexus 7000 シ リーズは、 既存および将来のカー ド と電源装置を

使用し てテス ト し た場合に、 安全性に関する規制機関の要件を満たすよ う に設計されていま

す。

表 11. 安全性に関する仕様

サービスおよびサポー ト

シスコは、 データ セン ターへの Cisco Nexus 7000 シ リーズ スイ ッ チの導入と最適化を成功

させるため、 各種サービスを用意し ています。 これらのサービスは、 ス タ ッ フ、 プロセス、

ツールをそれぞれに組み合わせて提供され、運用効率の向上とデータ セン ター ネ ッ ト ワーク

の進化を目的と し ています。 Cisco® Advanced Services は、 アーキテ ク チ ャ主導型のアプ

仕様 説明

法規制への準拠 • EMC コ ンプ ラ イアンス

• FCC Part 15 （CFR 47） （米国） Class A

• ICES-003 （カナダ） Class A

• EN55022 （欧州） Class A

• CISPR22 （国際） Class A

• AS/NZS CISPR22 （オース ト ラ リ アおよびニュージーラ ン ド） Class A

• VCCI （日本） Class A

• KN22 （韓国） Class A

• CNS13438 （台湾） Class A

• CISPR24

• EN55024

• EN50082-1

• EN61000-3-2

• EN61000-3-3

• EN61000-6-1

• EN300 386

仕様 説明

 環境に関する標準規格 • NEBS 基準レベル

• SR-3580 NEBS Level 3（GR-63-CORE、issue 3 および GR-1089-CORE、issue 4）

• Verizon NEBS コ ンプ ラ イアンス

• Telecommunications Carrier Group （TCG） Checklist

• Qwest NEBS 要件

• Telecommunications Carrier Group （TCG） Checklist

• ATT NEBS 要件

• ATT TP76200 level 3 および TCG Checklist

• ETSI

• ETSI 300 019-1-1、 Class 1.2 Storage

• ETSI 300 019-1-2、 Class 2.3 Transportation

• ETSI 300 019-1-3、 Class 3.2 Stationary Use

• ROHS （Reduction of Hazardous Substances） 5

仕様 説明

安全性 • UL/CSA/IEC/EN 60950-1

• AS/NZS 60950
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データ シー ト
ローチによ ってデータ セン ター イ ン フ ラス ト ラ クチャ をビジネスの目的に合致させ、長期に

わたる価値を提供し ます。 Cisco SMARTnet® Service を利用する と、 シスコのネ ッ ト ワーク

専門家や高度な リ ソースにいつでも直接アクセスでき、 ミ ッ シ ョ ン ク リ テ ィ カルな問題を解

決する こ とができます。 このサービスでは、 保有する Cisco Nexus 7000 スイ ッ チに関し て

予防的診断やリ アルタ イムのアラー ト を提供する Smart Call Home サービス機能の利点を活

かすこ とができます。 シスコのサービスは、 ネ ッ ト ワーク  ラ イ フサイ クル全体にわたって投

資を最大限に保護し、 ネ ッ ト ワーク運用を最適化し、 移行サポー ト を提供し、 IT 能力を強化

し ま す。 Cisco Data Center サー ビ スの詳細につ い ては、 http://www.cisco.com/jp/go/

dcservices/ を参照し て く だ さい。

関連情報

Cisco Nexus 7000 シ リーズ スイ ッ チの詳細については、 製品ホームページ

（http://www.cisco.com/jp/go/nexus/） をご覧 く ださい。
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